





















ここで、筆者自身の今年度の経験を振り返れば、非常勤先の 2 大学と本学の計 3 大学で授業を担当し、主
として Zoom を利用したライヴ配信授業を行い、ハイブリッド授業も実施した。資料や課題を提示したり、






































































































今回自分は、東京都の市立中学校で教育実習を行った。初めは 5 月の下旬から 6 月上旬にかけての予定で
3 月にオリエンテーションを行なったが、その時には全国で緊急事態宣言が発令されており、休校になって
いる状態でどのように開催されるのか、もしくは中止になる可能性もあることを指摘された。実際には当初
の予定では行われず、9 月の下旬から 10 月上旬に変更された。
予定を変更して行われた教育実習において、大きな問題となったのは、休校期間が生まれたことによる授
業進行の遅れである。その中学校は、本来は 50 分授業で 10 分休みのサイクルで学校生活を行なっているが、
授業時間を増やすための対策として 45 分授業で 5 分休みとし、6 時間授業であったところを 7 時間授業に
していた。これにより、本来予定されていた授業時間よりも大幅に授業が増える形となった。また休み時間
が 5 分になったことで、次の授業の準備がスムーズにいかずに移動しているだけで休み時間が終わってしま


























































自分は、8 月 24 日から 9 月 18 日まで、母校で教育実習を行った。実は、8 月 24 日から 28 日までは教育














C T の機器が取り付けられた。スクリーンと Wi-Fi が各教室に置かれたが、使い方を知らない教員が多く不
慣れだった。
実習中、一番苦戦したものは教壇実習であった。実習 3 日目に朝の H R での連絡事項を任された。連絡














































































クラスは 2 年生で、同級生の兄妹も多くいた。中学 2 年生ってこんなに子どもだったっけという印象も強





























































































































































































































































その後、いろいろと個人的な活動が落ち着いた秋に教育実習が始まった。実習の期間は 10 月 26 日（月）


























た。実際に教育実習の日程が決まったのは 9 月であり、10 月 19 日から 3 週間行うことができることになっ




















































た。それ以外は、特に変化はなく、朝の朝礼を始め朝の HR から授業見学、実施、帰りの HR、掃除まで参
加することが出来た。私が実習に参加させていただいた時期も 10 月で担当学年も高校 2 年生であったこと





























プワークである。私の高校は 1 クラス 40 名おり、そもそも人数が多いなかでグループワークを行うのは、
コロナ禍の観点からもできる限り控えてほしいという連絡があった。そのため、個人的に問いの答えを聞い
たり、2 人組で軽く話し合う時間を設けたりすることで工夫した。また、その学校では 2020 年 4 月からの
緊急事態宣言によって一定期間学校で授業ができないタイミングがあった。加えて 9 月までは授業時間も通

























































2020 年 1 月、テレビの全チャンネルがある一隻の船を映していた。ダイヤモンド・プリンセス号という
大きな船だ。あの時、今現在の世界の状況を予想できた者はいたのだろうか。まもなくして新型コロウイル








































































































































































































































































































新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため 2020 年 4 月に大学側から発表された内容は、春季休暇の更なる






































































































































いった 1 人 1 人が考えて取り組むといった授業形態を推進させていく大きな機会であったと強く感じた。現












の役職から退き、就職活動と部活動を両立していく。最終的な引退試合は、4 年の 10 月に毎年行われてい





























































































































































































私自身も 3 月の時点で、大学の講義はもちろん 5 月に予定されていた母校での教育実習や、7 月の教員採
用試験がどうなるのか不安になりながら日々を送っていた。大学はいつから講義が始まるのか、対面で行わ
コロナ禍における学生たちの学びと日常 81


























































まっていたが、それが全て延期になった。私は教育実習が 5 月 25 日か 6 月 13 日までの 3 週間ある予定だっ
たので、そこの期間はなんとしても避けたいと考えていたが、次々に企業の早期選考が延期になったので、
このままでは教育実習と被ってしまい、選考が受けられないと絶望的になっていた時もあった。しかし、教







































そして 9 月 8 日に練習再開し、その約二か月後公式戦がスタートした。例年であれば同じリーグの 8 チー
ムと総当たりの七試合をやるのだが、今年はコロナの影響もあり 4 試合だけの実施となった。去年は全敗、
そして一昨年も一勝しかできなかったチームが、19 人しか登録メンバーのいない厳しいチーム状況の中で、




















































イトの出勤が減らされた結果、多くて 3 人か平日などは 1 人も出勤できない日も少なくない。さらに、2 時
間営業時間が短縮されたことも、一定の労働時間と賃金をアルバイトで獲得することを困難にした。今まで、
当たり前だった控室にアルバイトの人があふれる光景も 3 月以来見ていない。
私が、この経験から痛感したことは、非正規雇用者の「危うさ」である。私のアルバイト先も、正規の社
員は緊急事態宣言中も出勤しており、当然ながら、生活は守られていた。営業再開してからのアルバイトと
社員の差は歴然であり、アルバイトの人数を減らすのは社員の出勤日を減らさないためであるのは明白であ
る。これは学生と社員という比較ではない。アルバイトの中には成人した人もおり、私のアルバイト先がす
べての収入源であるという人も多くいる。同一労働同一賃金の導入により、今後はこのような事態が起こっ
ても同じようなことにはならないのかもしれないが、私は今回このようなことを経験から、日ごろは大きく
目に見えて、正規と非正規の労働者の違いはないと感じていたが、コロナ禍においてその差が露呈したよう
に感じた。
次に全体的な人との関わりについて述べる。これまで毎日目まぐるしく友人や先輩、後輩、先生など多く
の人と関わり生活してきた。それが突然、人と会うことが否定されてしまった。私は一人暮らしをしている
ため、誰とも会わず、家に一人でいることはとても苦痛であった。オンライン飲み会というものが流行した
が、対面でないコミュニケーションはどこかさみしく、一人の部屋でむなしい気持ちになったことは、ある
程度の外出ができるようになった今でもよく覚えている。当たり前だったことが当たり前ではなくなり、日
ごろは何とも思っていなかった問題を、身をもって体感した。
10.　コロナ禍の生活とこれからの生活について　法学部法律学科　大野大河
この新型コロナウイルスによって最も影響があった事は、何においても「リモート」で行われた事だと考
えられる。
一番わかりやすい例で言えば、普段であれば対面で大教室にて行なっていたであろう大学の講義が、
Zoom を用いてのオンライン授業であったり、事前に録音・録画した物を視聴して授業を行なうオンデマン
ド式の授業であったり、資料を見て授業とする方式だったりと方法は様々であったが、基本的には家から出
る事なく全ての授業を受けられた事は今までと比べると異質な物であった。
また、私は今年度は就職活動を行なっていたが、やはり自宅で活動をすることが多く、企業の説明会や面
接、また内定した会社では内定式を自宅で受けることができたのは、やはり貴重な経験なのではないかと思
われる。
私個人としての「リモート」での授業や就職活動、およびステイホーム週間の感想としては、案外快適な
物であったという物である。というのも、私自身元から外に出る機会も大学程度であり、休日も家にいるこ
とが多かったため、長い期間家に居るのも苦痛ではなく、メリハリのある生活ができていたと感じる。
また、社会の流れとしては今後もリモートでの授業やリモートワークというのは増えていくと思われる。
現状ではコロナウイルスが治まる傾向は見られないが、ワクチンや治療法等が普及しコロナウイルスが収束
した後であれば、対面での授業や仕事は当然可能になるが、対面でもリモートでも成立するのであれば、選
択肢の一つとしては有効ではないかと考えられる。例えば、リモートワークであれば、都心にオフィスのあ
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る企業であっても地方にいながら出社も可能になり、通勤の時間や労力、交通費等も無くす事ができるため、
企業・働き手共にメリットがあると思われる。これは大学生活でも概ね同様であり、単なる講義形式の授業
であれば自宅学習でも足りる部分はある。ただし、実践を伴う授業や学生同士でのコミュニケーションが必
要な授業においては対面の方が有効だと言える。具体的には運動を伴う体育の授業や、教職課程における模
擬授業などにおいては実際に大学に行って、人前でするべきだと言える。
このコロナ禍で私が困った事を挙げるとするならば、一番はアルバイトがなくなったという事だと言える。
私はホテルでアルバイトを行なっており、主にレストランや宴会場での勤務であり、3 月ごろにはコロナウ
イルスの影響で正社員を中心のシフトになりアルバイトの数が減った。同時期に就職活動があったため、そ
の理由でも休んでいたが、現在もアルバイト削減のため私はホテルでのアルバイトは休んでいる。私は別で
収入があったので問題は無かったが、アルバイトを一つしかやっていない学生にとっては死活問題になりう
ると感じた。
最後に、このコロナ禍で私が最も感じた事は、情報の取捨選択が重要だという事である。
テレビのニュースやワイドショーだけでなく、近年においてはインターネット上の情報も多くある中で、
正しいものから信用性の低いものまであり、特にインターネットでは自分の利益のためであったり、誰かに
対する悪意を持っていたりする間違った情報もあり、沢山の情報の中からどれが正しく、どれが信用に値す
る情報かを読み取る能力が必要だと感じた。また、当然ながらこの能力はコロナウイルスに限らず、政治の
問題や社会問題、単なる噂話にも通じる物であり、これからの時代に必ず持つべき能力であると感じた。
おわりに
2020 年における受講生たちの教育実習生としての経験、大学生としての経験、市民や生活者、労働者と
しての経験にかかわる記述を見てきた。その記述からは、COVID-19 が受講生たちに大きな影響を及ぼして
いること、しかもその影響の現れは、学生たちが生活し、学んでいる文脈に応じて、一人ひとり異なる固有
のものとなっていることを認識できることだろう。COVID-19 によって人々の生活や学びが大きく変容した
と語られている 2020 年を、大学生は実際にどのように生きたのか、彼ら／彼女らはその年にどのようなこ
とをどのように学んだのか、これらの一端を辿ることができる史料として、受講生たちが記した文章を読ん
でもらうことができればと願う。
冒頭に記したように、COVID-19 がいつ収束するのか、未だに見通しが立たない。しかし、教育者側が状
況に対応することに精一杯であった 2020 年とは異なり、今後は学習者一人ひとりの個別具体的な状態、状
況に目を向けることができる余裕が出てくることだろう。
ただし、そのような余裕が生じたとしても、オンライン（ライヴ、オンデマンド、ハイブリッド）の授業
では、画面の向こう側で学んでいる学習者の状態や状況を想像することは難しいままであるかもしれない。
受講生たちが 2020 年の経験を綴った文章は、対面する機会を得ることができないかもしれない学習者の葛
藤、困難、心の揺れ動きなどを想像する手掛かりの一つとなり得るだろう。
最後に、多忙な時期であるにもかかわらず、また想起したくない経験があったかもしれないにもかかわら
ず、2020 年の自身の経験を記述してくれた受講生諸君に深い感謝の気持ちを伝えたい。
